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信長街道付近のみどころ

男神社　平安時代に編纂された『延喜式』に記載されている、いわゆる

式内社です。『延喜式』には「男神社二座」とあり、現在地と北方にある

「浜の宮」とで「二座」と伝えられています。神社の杜は大阪府の緑の百

選に選ばれています。

阪南市まちかど博物館　
　阪南市まちかど博物館は、地域にある伝統の技や個人のコレクションなどを

紹介し、皆さんに親しんでもらうため、館長さんの仕事場の一角や館長さんの

お宅などを公開していただいているものです。見学に際しては、予約制であっ

たり、公開内容に制約があったり等の制限があります。詳しくはまちかど博物

館の専用チラシをご覧下さい。

　○地酒の博物館（浪花酒造・成子家住宅）　　　　☎ 072-472-0032

まちかど博物館に関するお問い合せは・・・阪南市教育委員会　生涯学習推進室まで

黒田寺　浄土宗知恩院派の寺院で、山号は流谷山。開創などの詳細は不明

ですが、元禄６(１６９３)年に堂を藁葺きから瓦葺きに変えるための願書が

残されています。本堂内に安置されている薬師如来座像は、平安時代後期の

作で、本市内屈指の古像のひとつです。境内には徳本上人名号碑があります。

こくでんじ

極楽寺跡　極楽寺は、信長街道と井関越街道とが交差する地点にあり、

昭和３５(１９６０)年頃に廃寺になった真言宗寺院です。明和４(１７６７

)年に高野山大住院に提出された史料には、境内の広さ約1,000㎡、本堂や

庫裏の他、護摩堂等の建物があったことが記されています。現在は、墓地

のみが残り、境内にあった大きな宝篋印塔(ほうきょういんとう)は黒田の

共同墓地に、大きな和泉砂岩製の地蔵菩薩は大願寺(下記参照)の門前

に移されています。

ごくらくじあと

大願寺　永禄３(1560)年、善心房により開創されたと伝えられていま

す。現在の本堂は、元禄16(1703)年の建立とされていましたが、先年行わ

れた改修工事の時に「一字一石経」を納めた石櫃の蓋に刻まれていた銘文

から建立年が裏付けられました。境内には江戸時代の泉州地方の地誌『泉

州志』を編さんした石橋直之の墓がありま

す。また、阪南市指定有形文化財の「釈迦

三尊図」(室町時代)が所蔵されています。

なお、門前にある和泉砂岩製の大きな地蔵

菩薩は、もともと同じ下出の、廃寺となっ

た極楽寺にあったもので、天文15

(1546)年に建立された大阪府内最大級の石

仏で、阪南市指定有形文化財に指定されています。

だいがんじ

長楽寺　平野山と号する真言宗の寺院です。行基によって創建され、七

堂伽藍を備えた大寺院でしたが、豊臣秀吉の紀州根来・雑賀攻めの時に兵

火にあって焼失したと伝えられています。現在、本堂の南側丘陵からは平

安時代から江戸時代の瓦が出土しており、少なくとも平安時代には建物が

存在していたこと、寺域が広範囲であったことが確認されています。本尊

は室町時代に作られた十一面観世音菩薩で、60年に１度ご開帳される秘仏

とされています

ちょうらくじ

おのじんじゃ

信長街道と信長の泉南進駐

　信長街道は、現在の泉南市信達で熊野街道から分かれ、馬場、男里、

阪南市下出、黒田を通り、鳥取で浜街道と合流する約5.5㎞の街道で

す。織田信長が雑賀攻めの時、軍事目的で整備されたものと言われてお

り直線的な道になっています。

　『信長公記』によると、信長軍は天正5 (1577)年2月22日に信達を出立

し、山手軍は熊野街道を南下して雄ノ山峠を、浜手軍は信達から鳥取(

信長街道)、淡輪、孝子峠を越えて雑賀に攻め込んでいます。羽柴秀

吉、別所長治、明智光秀、筒井順慶ら武将が指揮をとっていました。引

き上げ時の３月２日には、若宮八幡宮(波太神社)に本陣をおいていま

す。この後、雑賀衆は3月半ばに降伏しました。

　このように信長街道は短い距離ですが、今から約430年前の歴史的な

出来事を伝える街道です。

　この「はんなんマップ　悠歩みち」は、阪南市内で活動する市民団体や

協力者の集まりである「阪南まちづくりネットワーク」の活動から生まれ

た「まちおこし夢テラス」が企画・制作し、教育委員会が発行したもので

す。阪南市に長く住みながら、このまちについて「知らないことが多い」

「もっとこのまちを知りたい」「周囲の人にも知らせたい」という思いか

ら、散策マップづくりを始めました。このマップを手に、昔のたたずまい

が残る街道筋や街道脇の路地を歩き、また海岸や里山の自然に触れ、“新

しい発見や出会い”を楽しんでいただきたいと思います。

　このマップは文化庁の「文化遺産を生かした観光振興・地域活性化事

業」を活用して編集しています。

ゆうほ


